
　

寺
田
虎
彦
が
「
天
災
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て

く
る
」
と
言
っ
た
が
、
今
年
は
関
東
大
震
災

1
0
0
年
と
あ
っ
て
当
時
の
被
害
が
報
道
さ

れ
て
い
る
が
、
改
め
て
歴
史
上
の
災
害
を
振
り

返
っ
て
み
よ
う
。

　

8
6
9
年
の
貞
観
地
震
の　
「
こ
こ
よ
り
下

に
建
て
る
べ
か
ら
ず
」
と
い
う
教
訓
が
東
日
本

大
震
災
に
低
地
に
家
を
建
て
ず
に
津
波
か
ら
助

か
っ
た
地
域
が
あ
る
。
矢
張
り
体
験
か
ら
の
教

訓
は
大
切
で
す
。

　

甲
州
釜
無
川
は
度
々
氾
濫
。
甲
州
盆
地
を

水
害
か
ら
守
る
た
め
大
改
修
。
堤
を
造
り
氾

濫
を
防
ぎ
こ
の
工
法
が
徳
川
時
代
半
ば
ま
で
行

わ
れ
た
信
玄
堤
と
い
わ
れ
る
治
水
工
事
。

　

震
度
7
、
Ｍ
7.8
、
天
正
13
年
（
1
5
8
6
）

の
大
地
震
。
近
江
長
浜
城
全
壊
山
内
一
豊
の
一

人
娘
6
歳
の
与よ

ね祢
姫
圧
死
。
大
垣
城
も
全
壊

　

宝
永
4
年
（
1
7
0
7
）
富
士
山
大
噴
火
。

富
士
山
か
ら
1
0
0
k
m
も
離
れ
た
江
戸
に

最
初
は
白
い
灰
、
そ
の
後
黒
い
灰
が
降
り
市
中

に
積
も
っ
た
火
山
灰
は
0.6
～
0.9
㎝
。
こ
の
灰
の

降
下
に
よ
り
損
壊
し
た
と
考
え
ら
れ
る
遺
構
が

多
く
あ
る
。

　

天
明
3
年
（
1
7
8
3
）、
浅
間
山
の
噴

火
、
山
麓
の
村
々
の
直
接
的
な
被
害
だ
け
で
な

く
降
灰
が
作
物
を
枯
ら
し
て
、
こ
の
後
の
天
明

の
飢
饉
の
引
き
金
と
な
っ
た
と
い
わ
れ
、
成
層

圏
に
噴
き
上
げ
ら
れ
た
灰
が
直
射
日
光
を
さ

え
ぎ
り
、
全
世
界
的
な
規
模
で
不
作
を
招
い

た
と
さ
え
い
わ
れ
る
ほ
ど
。
山
麓
の
村
の
中
で

も
吾あ
が
つ
ま妻
郡
今
の
嬬つ

ま
こ
い恋
村
は
一
村
壊
滅
に
近
く
、

流
れ
出
た
膨
大
な
溶
岩
の
奇
勝
鬼
押
し
出
し

園
、
溶
岩
か
ら
逃
れ
よ
う
と
し
て
石
段
を
駆

け
上
り
な
が
ら
、
あ
と
二
、三
段
の
と
こ
ろ
で

溶
岩
の
た
め
に
命
を
落
し
た
人
の
話
が
涙
を
誘

援
金
を
だ
し
ま
し
ょ
う
」

　
「
本
丸
に
天
守
閣
も
再
建
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
。
そ
ん
な
に
出
し
た
ら
金
蔵
も
米
倉
も

空
っ
ぽ
に
な
り
ま
す
」
と
老
中
反
対
。

　
「
今
は
戦
は
な
い
。
市
民
の
た
め
に
」
と

16
万
両
、
4
代
家
綱
の
時
代
、
今
に
換
算
す

る
と
1
6
0
億
円
放
出
さ
れ
復
興
に
尽
力
。

更
に
江
戸
に
出
府
し
て
い
る
23
大
名
に
帰
国
命

令
。
人
口
の
半
数
が
武
士
だ
っ
た
の
で
米
の
需

要
を
減
ら
し
価
格
の
安
定
。
正
之
は
、

　
「
緊
急
対
策
の
た
め
天
守
閣
は
予
定
よ
り
遅

く
な
る
が
い
ず
れ
建
て
ま
し
ょ
う
」

　

し
か
し
幕
府
が
倒
れ
遂
に
建
て
ら
れ
な
い
ま

ま
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
い
い
名
君
が
い
た
ん

で
す
。
今
の
政
治
家
と
比
べ
な
い
で
下
さ
い
。

　

こ
の
火
災
に
よ
り
、
定
火
消
し
の
任
命
、
さ

ら
に
享
保
年
間
大
岡
越
前
守
が
、
町
火
消
い

ろ
は
48
組
の
世
界
最
初
の
消
防
隊
を
編
成
。

焼
失
。
三
十
三
間
堂
の
仏
像
6
0
0
体
が
倒

れ
た
。

　

文
禄
5
年
7
月
（
1
5
9
6
）
真
夜
中
Ｍ

7
の
大
地
震
。
豊
臣
秀
吉
の
様
子
い
か
に
と
第

一
番
に
桃
山
城
に
か
け
つ
け
た
謹
慎
中
の
加
藤

清
正
。
誠
意
と
し
て
謹
慎
を
許
さ
れ
る
と
い
う

講
談
。
芝
居
で
お
な
じ
み
地
震
加
藤
。

　
名
君
の
復
興
対
策

　

江
戸
の
華
と
い
わ
れ
る
程
火
事
が
多
か
っ
た

が
、
1
6
5
7
年
の
明
暦
の
大
火
。
江
戸
の

大
半
と
江
戸
城
本
丸
、
天
守
閣
焼
失
、
三
代

徳
川
家
光
の
腹
違
い
の
弟
で
名
君
の
保
科
正
之

は
、

　
「
市
民
の
飢
え
を
防
ぐ
た
め
一
日
千
俵
の
米

の
炊
き
出
し
、
今
の
千
代
田
・
中
央
区
ほ
ぼ

全
焼
、
間
口
一
間
に
つ
き
3
両
1
分
ず
つ
の
義

災
害
は
忘
れ
ぬ
う
ち
に
や
っ
て
く
る講

談
師　

一
龍
斎
貞
花  
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昭
和
19
年
12
月
の
東
南
海
地
震
。
2
0
0

人
以
上
の
死
者
。

　

昭
和
20
年
1
月
の
三
河
地
震
、Ｍ
7.9
。授
業
、

勤
務
時
間
帯
と
あ
っ
て
学
校
・
軍
需
工
場
等
で

死
者
1
︐
2
2
3
人
。

　

日
本
の
劣
勢
が
濃
く
な
っ
た
戦
時
下
軍
需

工
場
が
集
中
す
る
東
海
地
方
の
地
震
と
あ
っ
て

「
戦
力
低
下
を
推
知
セ
シ
ム
ル
が
如
き
事
項
」

と
し
て
報
道
禁
止
さ
れ
被
害
の
詳
細
は
不
明
。

都
合
の
悪
い
こ
と
は
報
せ
な
い
。

　

3
3
0
人
の
東
京
大
空
襲
な
ど
の
戦
争
体

験
を
収
録
し
な
が
ら
大
部
分
非
公
開
。
報
告

書
類
も
ノ
リ
弁
返
答
が
多
い
。
日
本
は
臭
い
も

の
に
は
フ
タ
が
続
い
て
い
る
。

　

情
報
公
開
が
叫
ば
れ
て
い
る
も
の
の
非
公
開

が
少
な
く
な
い
。
企
業
で
も
隠
し
た
こ
と
が
後

で
ば
れ
大
事
に
い
た
っ
た
例
も
少
な
く
な
い
。

　

な
お
、
日
本
で
一
番
自
信
の
少
な
い
の
は
富

山
県
、
過
去
30
年
間
全
国
最
小
。

　

江
戸
の
災
害
書
け
ば
き
り
あ
り
ま
せ
ん
。
南

極
の
永
久
凍
土
も
解
け
続
け
て
い
る
と
い
う
、

今
や
沸
騰
化
と
い
わ
れ
世
界
中
に
地
震
、
豪

雨
、
洪
水
、
山
火
事
、
台
風
等
被
害
甚
大
で
す
。

　

ま
ず
は
各
家
庭
、
古
い
建
物
に
は
耐
震
ブ

レ
ー
カ
ー
の
設
置
さ
れ
て
い
な
い
家
屋
が
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
設
置
義
務
化
さ
れ
て
い
ま
す

で
し
ょ
う
か
。

（
参
考
文
献
・
江
戸
東
京
学
事
典
三
省
堂
刊
）

う
。
土
壌
が
悪
く
作
物
作
り
に
適
せ
ず
、
キ
ャ

ベ
ツ
を
作
り
こ
れ
が
嬬
恋
キ
ャ
ベ
ツ
と
評
判
に

な
っ
た
。
現
地
の
被
害
高
総
計
6
︐
0
0
0

石
余
、
死
者
1
︐
1
0
0
人
余
、
被
害
家
屋

1
︐
8
0
0
軒
余
、
死
馬
5
0
0
匹
余
と

記
録
が
あ
る
。
江
戸
で
も
鳴
動
鳴
り
止
ま
ず

栗
ほ
ど
の
大
き
な
砂さ
れ
き礫

が
降
り
、
泥
砂
火
石

流
に
よ
る
死
体
が
利
根
川
か
ら
中
川
、
江
戸

川
に
漂
着
し
葛
飾
柴
又
の
題
経
寺
、
江
戸
川

区
東
小
岩
の
善
養
寺
に
供
養
碑
が
建
て
ら
れ
て

い
る
。

　

伊
豆
諸
島
は
富
士
山
火
山
帯
に
属
し
、
伊

豆
大
島
の
三
原
山
、
三
宅
島
、
青
ヶ
島
、
鳥

島
な
ど
噴
火
の
記
録
が
あ
り
、
最
近
で
も

2
0
2
2
年
5
月
の
鳥
島
近
海
地
震
が
あ
る
。

　

小
笠
原
諸
島
の
地
震
、
そ
し
て
南
海
ト
ラ
フ

に
お
け
る
大
地
震
の
可
能
性
も
高
ま
っ
て
い
る

と
い
わ
れ
る
。
ま
た
福
井
県
高
浜
の
原
子
力
発

電
所
は
地
震
の
起
る
恐
れ
あ
り
と
心
配
さ
れ
て

い
る
。

　

明
和
9
年
（
1
7
7
2
）
2
月
、
目
黒

行
人
坂
大
円
寺
か
ら
出
火
、
南
西
の
風
に
あ

お
ら
れ
麻
布
、
芝
か
ら
江
戸
府
内
に
拡
大
。

被
害
は
見
附
8
、
大
名
屋
敷
1
6
9
、
寺

社
3
8
2
、
橋
1
7
0
、
罹
災
し
た
街

9
3
4
、
死
者
１
4
︐
7
0
0
人
、
行
方
不

明
4
︐
0
6
0
余
人
と
い
う
大
災
害
。
熊
谷

無
宿
の
長
五
郎
坊
主
が
窃
盗
目
的
で
放
火
、
6

月
江
戸
市
中
引
廻
し
の
う
え
火
あ
ぶ
り
の
刑
。

　

防
火
対
策
と
し
て
仮
小
屋
で
も
茅か
や
ぶ
き葺

、

藁わ
ら
ぶ
き葺

禁
止
、
表
通
り
は
土
蔵
造
、
瓦
葺
に
す

る
こ
と
、
往
来
に
は
み
で
る
家
作
は
禁
止
な
ど

建
築
規
制
。
火
災
時
大
八
車
な
ど
に
荷
物
の

運
搬
、
家
財
や
商
品
を
路
上
に
持
出
し
厳
禁
。

更
に
材
木
な
ど
建
設
資
材
、
諸
物
価
、
大
工

な
ど
諸
職
人
の
手
間
賃
の
値
上
げ
禁
止
し
、

違
反
を
厳
し
く
取
締
る
な
ど
物
価
対
策
に
力

を
注
い
だ
。
東
日
本
大
震
災
の
時
は
建
設
資

材
が
大
高
騰
で
し
た
。

　

安
政
2
年
（
1
8
5
5
）
10
月
の
安
政
江

戸
大
地
震
、
震
源
地
は
荒
川
河
口
と
さ
れ
、

武
家
屋
敷
約
80
％
が
焼
失
、
全
壊
半
壊
の
被

害
、
死
者
1
︐
8
6
0
人
。
町
方
の
倒
壊
家

屋
１
4
︐
3
4
6
軒
、
土
蔵
1
︐
4
0
2
、

死
者
4
︐
2
9
3
人
。
被
災
大
名
に
対
し
幕

府
か
ら
無
利
息
10
年
年
賦
で
老
中
内
藤
紀
伊

守
と
阿
部
伊
勢
守
の
2
人
最
高
の
一
万
秤
貸

与
。
御
家
人
に
は
禄
高
に
応
じ
て
被く
だ
さ
れ
き
ん

下
金
。

そ
れ
ら
の
総
額
八
万
八
千
両
余
り
。
最
下
層

の
町
方
窮
民
、
日
稼
者
に
対
し
、
救
す
く
い

小
屋

6
ヵ
所
3
年
正
月
末
ま
で
。
焚
出
延
人
員

20
万
2
︐
4
0
0
人
、
10
月
13
日
か
ら
19
日

ま
で
。
救す
く
い
米
38
万
1
︐
2
0
0
人
に
。
民
間

で
は
施せ
ぎ
ょ
う行
と
呼
ば
れ
る
富
商
に
よ
る
一
般
町
民

へ
の
救
済
策
が
行
わ
れ
た
。
江
戸
で
の
災
害
発

生
の
情
報
は
た
だ
ち
に
全
国
へ
伝
達
、
藩
の
急

飛
脚
な
ど
で
津
軽
藩
弘
前
へ
は
発
生
か
ら
10
日

後
、九
州
諸
藩
へ
は
14
日
後
に
は
届
け
ら
れ
た
。

民
間
へ
は
早
飛
脚
で
京
・
大
坂
へ
は
発
生
4
日

後
に
伝
え
ら
れ
た
。
江
戸
市
民
は
瓦
版
に
よ
っ

て
情
報
を
得
た
。

　

小
石
川
の
水
戸
藩
邸
倒
壊
、
徳
川
斉
昭
の

腹
心
藤
田
東
湖
が
母
を
背
負
っ
て
逃
れ
ん
と
し

て
倒
れ
た
家
屋
の
た
め
圧
死
。
指
導
者
を
失
っ

た
水
戸
藩
は
内
部
抗
争
が
起
き
、
安
政
7
年

の
桜
田
門
外
の
変
に
つ
な
が
っ
た
と
い
う
か
ら

歴
史
に
関
わ
る
大
地
震
で
し
た
。

　

関
東
大
震
災
で
は
、
東
京
市
長
（
知
事
）

後
藤
新
平
の
道
路
を
広
く
樹
を
植
え
公
園
に

よ
っ
て
類
焼
を
防
ぐ
。
鉄
道
、
地
下
鉄
な
ど
都

市
構
想
は
現
代
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

吉
原
遊
郭
で
は
猛
火
に
追
わ
れ
た
遊
女
30

人
が
花
園
池
に
飛
び
込
み
溺
死
。
逃
げ
な
い

よ
う
遊
郭
へ
閉
じ
込
め
た
た
め
で
は
な
い
か
、

6
0
0
人
死
亡
と
誇
張
さ
れ
た
悲
劇
。
現
在

花
園
池
の
場
所
に
吉
原
弁
財
天
が
あ
り
、
慰

霊
祭
が
行
わ
れ
て
い
る
。
香
川
県
の
薬
売
行
商

人
が
讃
岐
弁
で
会
話
し
た
こ
と
か
ら
朝
鮮
人
に

疑
わ
れ
殺
害
さ
れ
た
福
田
村
事
件
。
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